
人の動き【2017/10/1 現在】

　　　　76,237 人（－ 41）
男　　　37,861 人（－ 23）
女　　　38,376 人（－ 18）
世帯数　30,675 世帯（＋ 2）

（　）内は前月との比較

市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生 46　   　転入 140　

死亡 71　 　  転出 156

石 岡 の 今 を 伝 え る 　
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11  /1
年
番
、
青
木
町
の
山
車
人
形
は
神
武
天
皇

青
空
が
広
が
っ
た
最
終
日



　

９
月
15
日
～
18
日
、
常
陸
國
總
社
宮

例
大
祭
（
石
岡
の
お
ま
つ
り
）
が
中
心

市
街
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
（
15
日
は
式

典
の
み
）。

　

台
風
18
号
の
影
響
で
終
日
雨
に
降
ら

れ
た
中
日
は
、
肌
寒
さ
を
感
じ
る
ほ

ど
。
一
転
、
最
終
日
は
青
空
が
広
が
り

気
温
は
32
度
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。

過
去
３
番
目
に
多
か
っ
た
人
出

　

今
年
の
人
出
は
、
昨
年
を
７
０
０
０

人
ほ
ど
上
回
る
43
・
８
万
人
。
過
去
３

番
目
に
多
い
人
数
で
す
。
中
日
は
台
風

の
影
響
で
過
去
最
少
の
人
出
で
し
た

が
、
初
日
と
最
終
日
は
過
去
最
高
の
人

出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
市
内
事
業
者
に

よ
る
地
酒
と
地
元
食
材
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ

ン
ト
や
石
岡
市
ふ
る
さ
と
大
使
ム
ッ
ク

の
ラ
イ
ブ
な
ど
、
新
た
な
試
み
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

まちに、掛け声が響く
最
終
日
は
青
空
が
広
が
る

　熱
気
に
包
ま
れ
た
ハ
レ
の
時
間

常陸國總社宮例大祭

ま
つ
り
の
音
色

17 日午後 6時、雨の降る中、石岡駅から御幸通りを山車大行列の青木町と金丸町の出車が、ゆっくりと上がってきました

石岡のおまつり

広報いしおか 11 月１日号　№２９０　　　２　　　　　　　

華やかな山車を、力いっぱい下から支える人の姿がありました



1午後 2 時、總社宮から大神輿が出御
2青木町に建てられた御仮殿には多くの
参拝客3かつては武双山や雅山など茨城
を代表する力士も戦った奉納相撲4カラ
フルな袴を履いた金棒引きの女の子た
ち。17 日の午後 3 時からの幌獅子大行
列の先頭を務めました5最終日は快晴。
中町の看板建築の前を通る幸町の出車6
午後 4 時、大神輿が總社宮へ還御

15
年
に
一
度
回
っ
て
く
る
、
年
番

　

町
内
に
「
御お
か
り
や

仮
殿
」
を
建
て
總
社
宮

の
御
祭
神
を
迎
え
る
大
役
を
担
う
の
が

年
番
町
で
す
。
今
年
の
年
番
は
青
木

町
。
昨
年
の
祭
り
が
終
わ
っ
た
と
き
か

ら
今
年
の
祭
り
ま
で
の
一
年
間
、
町
内

を
あ
げ
て
、
祭
り
の
準
備
を
行
い
、
大

役
の
務
め
を
果
た
し
ま
し
た
。
来
年
の

年
番
は
幸
町
で
す
。

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み

　

石
岡
市
観
光
協
会
で
は
、
３
年
前
か

ら
市
民
に
呼
び
か
け
、
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
ス
タ
ー
ト
。
今
年
は
高
校
生

か
ら
社
会
人
ま
で
84
人
と
市
役
所
の
職

員
60
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
清

掃
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

人
が
集
ま
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
ご
み
も

出
ま
す
。
道
端
に
落
ち
た
ご
み
で
祭
り

の
魅
力
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
華
や
か

な
祭
り
の
雰
囲
気
の
裏
側
で
、
汗
を
流

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

供奉行列 露払いを務めるのは、冨田のささら、土橋町と仲之内の獅子

16 日・神
じんこうさい

幸祭
大神輿が出御し、
　　　　　御仮殿に鎮座する日

1

2

17 日・奉
ほうしゅくさい

祝祭
まち全体が盛り上がる一日

3

4

18 日・還
かんこうさい

幸祭
御仮殿から大神輿が還御。
年番の大役が、引き継がれる日

5

6

總社宮

御仮殿

まちかど
情報センター

石岡
小学校

御幸通り

金丸通り土橋通り

石岡駅西口の山車を
展示している伝承館
でもお囃子を披露

相町制度のこと
年番を務める 15 町内に
は「相町」と呼ばれる特
に関係の深い町内があり
ます。まつりの成功のた
めに協力し合う、相互扶
助の仕組みです。

各町の出車や獅子に飾る
提灯列に 1~2 つ相町の
提灯を掲げています。
青 木 町 の 相
町 は 金 丸 町
です。

　　　　　　　３　　　 広報いしおか 11 月１日号　№２９０

香
丸
通
り

今 年 は 山 車 12 台 が 駅 前・
御幸通り・香丸通り・中町
通りに数台ずつ並び、供奉
行列を迎えました。

中
町
通
り

石
岡●

●

●●●●●
●

●
●

●

● ※ 赤 線 は 供 奉 行 列 の 道 順。
●は初日の供奉行列を迎え
た山車の位置。最終日は御
幸通りを中心に集結。



ま ち の 話 題
石岡市ふるさと大使・ムック

石岡市民会館で
　　　 凱旋ライブにファン 1000 人

　9 月 18 日、石岡のおまつりの最終日に、市民
会館で石岡市ふるさと大使ムックのコンサートが
開催されました。8 月に販売が開始されたチケッ
トはわずか10分で売り切れるほどの人気ぶりで、
当日は、全国からおよそ 1000 人のムックファン
が集まりました。
　東京から来た 20 代のファンの女性は「石岡に
来たのは今回で 4 回目。ライブの合間の MC で
方言や子どもの時の思い出など地元の話をしてく
れ、おすすめスポットも紹介してくれているので、
みんなでレンタカーを借りて市内を巡ったりして
います。お店の人やまちの人たちが気さくに話し
かけてくれるので、来ると温かい気持ちになりま
す」と話します。
　ムックをきっかけに、新たな出会いと交流が生
まれています。

ムック×石岡市観光協会コラボグッズも製作

　おまつりにあわせて、マフラータオル、Ｔシャツ、ス
マホケース、缶バッチの 4 種類を製作し、ステーショ
ンパークで販売しました。ライブ会場になった石岡市民
会館にはオリジナルグッズをもったファンの皆さんが集
まりました。

広報いしおか 11 月１日号　№２９０　　　４　　　　　　　

■おまつりの日に合わせて、ライブを開催した思いとは？
ミヤさん「ライブをきっかけに、自分が子どもの頃から
親しんでいる石岡のおまつりをファンのみんなに見ても
らいたい。まちの雰囲気も楽しんでもらいたいと前から
思っていました。今回、実現できて本当に嬉しいです」
YUKKE さん「ずっと抱いていた『石岡のおまつりをたく
さんのファンに見てもらいたい 』という気持ちが、自
分たちの活動で一番大切にしているライブに重なりまし
た。初めての試みで心配もありましたが、関係者の皆さ
まの協力で実現できたことに感謝の気持ちでいっぱいで
す。 ファンの子たちからは『また友だち連れて石岡に来
ます !』という声もたくさん聞くことができました」
■石岡市を外からみて、どんな可能性を感じますか？ 
ミヤさん「歴史の深さ。音楽をきっかけに色々な文化に
触れられる、楽しめる要素が多いと思います」
YUKKE さん「自然が豊かな上に、都心から近いこと。 
歴史を大切にしながら、おまつりの日のライブ開催にも
協力していただけたように、新しいことに挑戦できる柔
軟さがあると思います。僕たちもいろいろ提案させても
らいたいし、若い世代が考える面白いこともどんどん実
現できていくまちであってほしいなと思います。 茨城
県を石岡から盛り上げていきたいですね！」
■石岡の若い世代にメッセージを！
ミヤ さん「自分が子どもの頃とは変わった部分もある
と思いますが、素晴らしいおまつりの文化や、まちの歴
史、 人の温もりがたくさんあるところは変わらないと思
います。石岡を日本中に誇りを持って広げていきたいと
思っているので、皆さん協力お願いします !」
YUKKE さん「おまつりで、子どもたちがでっかい声を
出して頑張っているのを見てパワーをもらいました。自
分もそうですが、大人になっても忘れないのが石岡のお
まつりだと思います。東京で『地元にそんなまつりがあ
るのは羨ましい！』といわれると、内心めっちゃ嬉し
く、誇らしい気持ちになります。そんなおまつりを毎年
盛り上げていってもらいたい。そして好きなことを本気
でやってもらいたい。それがきっとこれからの石岡のパ
ワーになっていくんだと思います」

\ 石岡市出身メンバー /
　YUKKE さん・ミヤさんにインタビュー

ＭＵＣＣ（ムック）プロフィール
石岡市出身ミヤ（ギターコー
ラス）、YUKKE（ベース）と
水戸市出身の SATO ち（ド
ラムス）、逹瑯（ボーカル）
の 4 人組バンド。平成 9 年
に結成し、平成 18 年に日本
武道館で初の単独公演を行う。今年の 6 月、日本武道館
で 6 回目となる単独ライブを開催。楽曲「ハイデ」のプ
ロモーションビデオは石岡市内を舞台に撮影。

ミヤ YUKKE

逹瑯 SATO ち



まつりを支えるコミュニティを視察

米国の学生が、
　　　　地域の結束の仕組みを学ぶ
　9 月 17 日、米国フィラデルフィア州ドレクセ
ル大学の学生 18 人と玉川大学の学生 17 人、教
員 3 人が、石岡のおまつりを体験するために土
橋町を訪問しました。米国の学生たちは 9 月 10
日～ 21 日、日本に滞在。三重県の伊勢神宮など
を視察し、石岡にやって来ました。
　午前 10 時 30 分、石岡駅に到着。雨が強まる中、
土橋町の皆さんの案内で会所へ。婦人部の皆さん
が用意した手作りのおにぎりを食べ、獅子の巡行
に参加しました。区長の国司宏さんは「たくさん
ある中で、石岡のおまつりを見に来てくださった
ことを嬉しく思っている。私たちが一番大切にし
ている義理と人情と心意気。こういうものを感じ
てもらえたら」と挨拶。
　訪問のきっかけを作った、村山にな准教授（玉
川大学）の父、故 村山元英氏（千葉大学名誉教授）
は、長きにわたり、おまつりに参加していました。

「父は『石岡のおまつりはグローバル時代に海外
に紹介できる本物の日本文化』と話していました。
親子二代にわたり石岡のおまつりのファン。アメ
リカの学生たちに、このおまつりを見せたいと
思っていましたが、今回実現できて本当に嬉しく
思っている」と話します。参加したドレクセル大
学ビジネスマネジメント学科の Lauren Bissig さ
んは「神社までの坂道で、みんなで力を合わせて
押し切ったことに心動かされた。石岡の人たちの
エネルギーと一体感にふれて、感動した」と話し
ました。

　

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
毎
年
、
６
月
と
９
月
に
石
岡

地
区
と
八
郷
地
区
の
猟
友
会
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
が
、
捕
獲
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
31
人
の
隊
員
に
よ
っ
て
昨
年
よ

り
40
頭
多
い
１
５
９
頭
の
イ
ノ
シ
シ
が
捕

獲
さ
れ
ま
し
た
。
隊
員
の
平
均
年
齢
は
お

よ
そ
70
歳
。
平
均
年
齢
は
年
々
上
が
っ
て

い
ま
す
が
、
農
家
を
悩
ま
せ
る
有
害
鳥
獣

の
被
害
を
少
し
で
も
防
ご
う
と
精
力
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

多
い
時
の
捕
獲
頭
数
は
、
１
日
13
頭
、

中
に
は
１
０
０
㎏
を
超
え
る
個
体
も
い
ま

す
。
山
か
ら
イ
ノ
シ
シ
を
降
ろ
す
だ
け
で

も
一
苦
労
の
駆
除
活
動
。
こ
の
活
動
を
60

日
間
、
毎
日
行
い
ま
し
た
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
期
間
を
終
え
る
と
、
11

月
～
３
月
ま
で
は
狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま

す
。
猟
友
会
で
は
年
間
を
通
し
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す

▲罠にかかったイノシシを捕獲

イノシシ被害を食い止める
　　　隊員たちによる必死の駆除活動により、159 頭が捕獲される

12土橋町の会所にて、国司さん（写真1左）の話に、真剣に耳を
傾けます34町内の人たちが持ち寄って用意された半纏。婦人部の
皆さんに着方を教わりました5宮下町から總社宮に向かう上り坂、
自然と掛け声が上がり、盛り上がりも最高潮に。雨の降る中でした
が、たくさんの笑顔が見られました

1

2

3

4

5

　　　　　　　５　　　 広報いしおか 11 月１日号　№２９０



子育てポータルサイト「てとて」

移住・定住サイト「MIPPE（みっぺ）」
　　　　　　　　　　　　　も同時公開

住まいや仕事、石岡での暮
らしをサポートする目玉制
度をご紹介。

石岡のひとインタビュー
子育て、仕事、地域のこと
について聞きました。

岡
市
に
は
、
た
く
さ
ん
の
子

育
て
世
帯
向
け
の
支
援
制
度

が
あ
る
一
方
、「
知
ら
な
か
っ
た
」、

「
も
っ
と
早
く
知
っ
て
い
た
ら
」
と

い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
度
、
市
の
子
育
て

支
援
制
度
を
ま
と
め
た
専
用
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
製
作
し
ま
し
た
。

公
開
日
／
10
月
31
日
火

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.city.ishioka.lg.jp/

tetote/

問 

秘
書
広
聴
課
（
本
庁
）

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

石

ポータルサイト「てとて」
　　　　　　　10月 31日公開！

石岡市の支援制度が一目で分かる！
　子育て中のパパママ応援！
---------------------------------------------------
親子向けイベント情報が充実
　おでかけスポットや親子で楽しめるイベ
ントをまとめてご紹介。
---------------------------------------------------
安心して相談できる窓口をご紹介
　育児のことで悩んだら、相談できる身近
な場所を詳しくご紹介。

赤ちゃんクーポン券で
紙おむつ無料！

\ その 1/

広報いしおか 11月１日号　№２９０　　　６　　　　　　　

新婚・子育て世帯に
家賃助成

\ その 2/

チャイルドシートの貸出
& 購入助成

\ その 3/

ベビーカー &
　　　バギーの貸出

\ その 4/

第３子以降、
 保育料無料※所得制限有り

\ その 5/

ランドセルは支給。
　　　　選べる 5 色

\ その 6/

子育て支援施設で親子
向けイベント多数

\ その 7/

マル福制度は中学３年
生まで対象

\ その 8/

住 ま い づ く り に 最 大
60 万円補助

\ その 9/

特急券の
　通勤・通学補助

\ その 10/

\ 子育て応援メニュー /
ご存知ですか？石岡市の充実・子育て支援

検索石岡市　てとて

詳しくは、ウェブサイトで！

https://www.city.ishioka.lg.jp/mippe/

　「てとて」を取り合い、みんなで子育て
を支えていけるまちを目指します。

石岡、みてみっぺ
　　　いってみっぺ
　　　住んでみっぺ
　　　MIPPPE



住宅用火災警報器
　　　点検してますか？

11 月は児童虐待防止推進月間
さしのべて　
　あなたのその手　いちはやく

11 月 9日～ 15 日　秋の火災予防運動がスタート

童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、

増
加
傾
向
で
子
ど
も
の
命
が
奪
わ

れ
る
深
刻
な
事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
で
も
相
談
件
数
は
増
加
し
て
お

り
、
平
成
28
年
度
は
延
べ
件
数
で
年
間

２
２
９
９
件
で
し
た
。

　

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
皆
さ
ん
の

協
力
が
必
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
サ
イ
ン

が
見
ら
れ
た
場
合
は
「
１
８
９
（
児
童
相

談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）」
ま
た
は
市

役
所
へ
。

※
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
、
連

絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

問
こ
ど
も
福
祉
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

サ
イ
ン
を
見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か

子
ど
も
の
場
合

□
い
つ
も
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や
保　

　

護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る

□
不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
跡
が
あ
る

□
衣
類
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

□
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い
る

□
落
ち
着
き
が
な
く
乱
暴
で
あ
る
表
情　

　

が
乏
し
い
、
活
気
が
な
い

保
護
者
の
場
合　

□
地
域
と
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て
い
る

□
小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
置
い
た
ま
ま
外

　

出
し
て
い
る

□
子
ど
も
の
養
育
に
関
し
て
拒
否
的
、　

　

無
関
心
で
あ
る

□
子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然
な　

　

説
明
を
す
る

児

◆児童虐待とは
【身体的虐待】殴る、蹴る、叩く、投げ落とす
【心理的虐待】言葉による脅し、無視、きょう
だい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族
に対して暴力をふるうなど
【ネグレクト】家に閉じ込める、食事を与えない、
ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重
い病気になっても病院へ連れて行かない
【性的虐待】子どもへの性的行為、性的行為を
見せる、ポルノグラフィーの被写体にする　

火の用心　
ことばを形に　習慣に

れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し
、

例
年
、
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意

に
よ
る
多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

命
を
守
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　「習
慣
」と「
対
策
」

習
慣
１　

寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

習
慣
２　

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　
　
　
　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

習
慣
３　

ガ
ス
こ
ん
ろ
の
そ
ば
を
離
れ
る

　
　
　
　

と
き
は
必
ず
火
を
消
す

　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

対
策
１　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

対
策
２　

寝
具
や
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

　
　
　
　

を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を
使
用

対
策
３　

住
宅
用
消
火
器
を
設
置

対
策
４　

お
年
寄
り
、
体
の
不
自
由
な
人

　
　
　
　

を
守
る
た
め
隣
近
所
の
協
力
体

　
　
　
　

制
を
つ
く
る

放
火
が
出
火
原
因
一
位

　

あ
な
た
の
家
の
ま
わ
り
は
大
丈
夫
？

　

全
国
の
出
火
原
因
の
第
一
位
は
放
火
お

よ
び
放
火
の
疑
い
で
す
。

　

身
の
回
り
か
ら
放
火
さ
れ
に
く
い
環
境

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

放
火
防
止
対
策
！

・
家
の
周
り
に
新
聞
紙
や
段
ボ
ー
ル
な
ど

　

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

・
ゴ
ミ
を
夜
間
に
出
さ
な
い

・
門
扉
、ガ
レ
ー
ジ
、物
置
に
施
錠
を
す
る

・
車
や
バ
イ
ク
の
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
を
防
炎

　

品
に
す
る

問
石
岡
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
２
３
・
０
１
１
９

こ

　就寝中に火災になってし
まった場合、いち早く火災
の発生を教えてくれる火災
警報器。でも、いざという
とき電池切れだったら…。
想像したらゾッとしません
か？
　定期的に点検ボタンを押
すなどして作動確認を行い
ましょう。古くなると電子
部品の寿命や電池切れで作
動しなくなることがありま
す。また交換時期は 10 年
と言われています。

　

寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

※設置は義務です

　　　　　　　７　　　 広報いしおか 11月１日号　№２９０



空
家
の
適
正
管
理
を
目
指
し
て

　

石
岡
市
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定

計
画
策
定
の
背
景

全
国
的
に
誰
も
住
ま
な
く
な

り
、
老
朽
化
し
た
危
険
な

空
家
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
、
国
の
法
整
備
が
進

み
、
平
成
27
年
５
月
に
「
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
行
わ
れ
た「
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
市

内
の
空
家
率
は
14
％
。
こ
れ
は
、

全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
す

が
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口

減
少
な
ど
に
伴
い
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
空
家
問
題
対

策
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
今

年
８
月
に
「
石
岡
市
空
家
等
対
策

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

「
空
家
等
」
と
は
？

使
用
さ
れ
て
い
な
い
建
物
・
工
作

物
と
そ
の
敷
地
や
立
木
な
ど
を
含

め
た
総
称

空
家
等
の
現
状

　

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
、

空
家
等
の
所
有
者
ア
ン
ケ
ー
ト

（
１
０
６
３
件
配
布
４
５
５
件
回
収
）

か
ら
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

1
所
有
者
の
年
齢

　

70
歳
以
上
約
半
数
、
60
歳
以
上

　

が
７
割
強
→
高
齢
化
が
課
題

2
空
家
の
期
間

　
「
５
年
未
満
」
が
３
割
強
、
次

　

に
「
５
～
９
年
」
が
２
割
強

　

→
近
年
空
家
化
し
た
家
が
多
い

3
空
家
と
な
っ
た
原
因

　

転
居
、
入
居
者
不
足
、
相
続
が

　

多
数
→
今
後
の
増
加
が
懸
念

4
空
家
で
困
っ
て
い
る
こ
と

　

入
居
者
・
購
入
者
不
在
、
解
体

　

費
用
が
困
難
→
課
題

5
維
持
管
理
頻
度

　

約
３
割
は
未
実
施

　

→
管
理
不
全
化
の
課
題

6
今
後
の
利
活
用

　
「
売
却
し
た
い
」
が
２
割
強

　

→
様
々
な
支
援
策
が
必
要

今
後
の
基
本
的
な
方
針

　

市
の
現
状
・
課
題
を
踏
ま
え
、

次
の
４
つ
の
施
策
を
柱
に
計
画
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
空
家
等
の
発
生
抑
制

　

調
査
・
啓
発
な
ど
を
通
し
て
、発
生

数
を
抑
え
る
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

■
空
家
等
の
利
活
用
の
推
進

　

移
住
・
定
住
や
地
域
活
性
化
な

ど
へ
の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

■
管
理
不
全
状
態
の
抑
制
と
解
消

　

特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
・

手
続
き
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
関
係
主
体
の
連
携
推
進

　

空
家
相
談
窓
口
の
設
置
や
、
市

民
協
働
の
各
種
対
策
方
法
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

※
計
画
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は 

☟

問
生
活
環
境
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
４
６
）

県
内
初
、
特
定
空
家
等
を

　略
式
代
執
行
に
よ
り
解
体
し
ま
し
た

今
年
９
月
12
・
13
日
、
府
中

一
丁
目
に
あ
る
所
有
者
不

明
の
空
家
等
を
、
市
が
略
式
代
執

行
に
よ
り
解
体
し
ま
し
た
。

　

今
回
解
体
し
た
の
は
、
木
造
２

階
建
て
の
建
物
で
、
長
年
放
置
さ

れ
た
た
め
全
体
が
崩
れ
落
ち
、
周

辺
の
建
物
や
通
行
人
に
危
険
と
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
所
定
の
手
続
き
を

経
て
、
公
告
期
日
ま
で
に
所
有
者

に
よ
っ
て
解
体
・
除
却
を
求
め
ま

し
た
が
実
施
さ
れ
ず
、
ま
た
名
乗

り
出
る
人
も
い
な
か
っ
た
た
め
、

市
が
代
執
行
し
ま
し
た
。

※
所
有
者
が
判
明
し
た
場
合
解
体

　

費
用
を
請
求
し
ま
す
。

空
家
等
は
適
正
な
管
理
を

　

代
執
行
は
あ
く
ま
で
最
終
的
な

手
段
で
あ
り
、
空
家
等
の
管
理
は

原
則
、
所
有
者
の
責
任
で
す
。

　

危
険
な
状
態
で
放
置
し
被
害
が

出
る
前
に
、
定
期
的
な
確
認
と
適

正
な
管
理
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
略
式
代
執
行
の
前
後

▲解体前の様子▲解体後の様子

広報いしおか 11 月１日号　№２９０　　　８　　　　　　　



保育所・認定こども園

入園者募集

市内保育所（園）・認定こども園一覧表
公立保育所 対象年齢

第１・第２保育所

0 ～ 5 歳

園部保育所
みなみ保育所

やさと中央保育所
私立保育園

石岡明照保育園
泉ヶ丘保育園

国分台ふたば保育園
ひかり保育園

わかくさ保育園
しらゆり保育園
そとの保育園

石岡ひまわり保育園
りんりん保育園

はーとぴあ保育園石岡
つばさ保育園
認定こども園 対象年齢

石岡幼稚園 ２～５歳ばらき台幼稚園
石岡善隣幼稚園

3 ～ 5 歳国分寺幼稚園
さくら園（府中幼稚園）

わかば八郷（八郷幼稚園）
恋瀬ことりの森幼保園 ０～５歳
小規模保育事業 対象年齢
あんだんて泉ヶ丘 0 ～ 2 歳

☞注意事項
申し込み先着順ではなく、｢保育の必要性｣
の高い人を優先します｡ また市外への入所

（園）を希望する人は期間などが異なりま
すのでご注意ください。

入
所
基
準

1
家
庭
外
労
働
や
家
庭
内
労
働

　
（
自
営
業
・
農
業
・
内
職
な
ど

　

１
日
４
時
間
以
上
、
か
つ
月
15

　

日
以
上
就
労
）
し
て
い
る
人

2
出
産
予
定
日
２
か
月
前
か
ら
産

　

後
２
か
月
ま
で
の
人

3
自
身
の
疾
病
、
同
居
の
親
族
の

　

介
護
や
看
護
を
し
て
い
る
人

4
求
職
活
動
中
の
人

5
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
を
含

　

む
）
し
て
い
る
人　

な
ど

認
定
区
分

　

保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園

の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の

支
給
認
定
が
必
要
で
す
。

１
号
認
定　

満
３
歳
以
上
で
、 

保

　

育
の
必
要
性
が
な
く
、
学
校
教

　

育
の
み
を
希
望
す
る
場
合

２
号
認
定　

満
３
歳
以
上
で
、
保

　

育
の
必
要
性
に
該
当
し
、
保
育

　

を
希
望
す
る
場
合

３
号
認
定　

満
３
歳
未
満
で
、
保

　

育
の
必
要
性
に
該
当
し
、
保
育

　

を
希
望
す
る
場
合

平成 30年度

※認定こども園の対象年齢は変更になる場合が
あります。

月11月１日 水   ～ 12 ６日水

受付場所
市役所 こども福祉課・支所 市民窓口課

　申込用紙（支給認定申請書・入所申込書・そ
の他必要書類）に必要事項を記入のうえ、受付
場所に直接お申し込みください。申込用紙は市
ホームページからもダウンロードできます。
　ただし、認定こども園に入園を希望する児童
の保護者は、認定区分に関わらず、直接、各園
にお申し込みください。
※保育所（園）・認定こども園の保育部分を利
用するには、下記の入所基準を満たし、認定区
分にある 2・3 号の支給認定が必要です。支給
認定の申請は、入所申し込みと同時に行えます。

問こども福祉課（本庁）
　☎ 23‒1111（内線 173）　

午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分（水曜日は午後 7
時まで）※土・日・祝日は除きます。

受付期間

申込方法

　　　　　　　９　　　 広報いしおか 11 月１日号　№２９０



平成 28 年度決算　

市の財政は健全　効率化で経費削減

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
公
営
企
業
へ

の
繰
入
の
減
少
や
基
金
の
増
加
な

ど
の
影
響
で
46
・
８
％
と
前
年
比

2.4
％
減
、
言
い
換
え
る
と
一
般
財

源
の
約
0.5
年
分
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
早
期
健
全
化

基
準
の
３
５
０
％
も
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
、
健
全
な
状
態
と
い

え
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
市
の
公
営
企
業

の
資
金
は
、
左
表
の
と
お
り
、
資

金
不
足
が
生
じ
な
か
っ
た
た
め

「
な
し
」
と
な
り
ま
し
た
。

基
準
①
　
早
期
健
全
化
基
準

　

比
率
が
こ
の
基
準
（
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
）
に
入
る
と
「
財
政
健
全

化
計
画
」
の
策
定
な
ど
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

基
準
②
　
財
政
再
生
基
準

　

比
率
が
こ
の
基
準
（
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
）
に
入
る
と
、
い
わ
ゆ
る

「
財
政
破
た
ん
」
と
み
な
さ
れ
国
の

関
与
に
よ
る
財
政
再
建
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

図
中
1
実
質
赤
字
比
率
と
2
連

結
実
質
赤
字
比
率
は
、
と
も
に
黒

字
で
あ
っ
た
た
め
、
比
率
は
「
な

し
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

図
中
3
実
質
公
債
費
比
率
と

は
、
財
政
規
模
に
対
す
る
返
済
割

合
の
こ
と
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど

公
債
費
に
よ
る
財
政
負
担
が
大
き

い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
平
成
28

年
度
は
9.4
％
と
、
早
期
健
全
化
基

準
の
25
％
を
大
幅
に
下
回
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
各
種
事
業
に

よ
り
公
債
費
は
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
人
件
費
や
扶
助

費
な
ど
継
続
的
に
支
出
す
る
経
費

も
89
・
７
％
と
い
う
高
い
割
合
を

占
め
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
経

費
節
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

図
中
4
の
将
来
負
担
比
率
と

は
、
市
が
将
来
負
担
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
借
り
入
れ
な
ど
の
総

額
を
財
政
規
模
で
割
り
返
し
た
数

値
で
、
高
い
ほ
ど
財
政
が
圧
迫
さ

　平成 19年に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、財政状況を４つの
指標で表すことになりました。平成 28年度決算に基づく石岡市の指標は昨年度に引き続き、
いずれも健全な状況を示す数値となりました。

事業名 資金不足
比率 経営健全化基準

水道事業 － 20.0％
下水道事業 － 20.0％
農業集落排水事業 － 20.0％

市公営企業にかかる資金不足比率
平成28年度決算

※資金不足の比率はいずれも値がないため「－」と表
示しています。

■
健
全
化
の
２
つ
の
基
準

４指標による石岡市の財政健全度  平成28年度決算

1実質赤字
　比率
2連結実質
　赤字比率
3実質公債
　費比率
4将来負担
　比率

　　　　★の位置から、石岡市が基準内にあることがわかります。
★ 印は、石岡市の現況■財政再生基準■早期健全化基準凡例

イエローゾーン レッドゾーン

12.59% 20.00%

350.0%

30.00%17.59%

35.0%25.0%

0%

0%

0%

0%

★46.8

9.4

△ 6.38 

△ 12.37 

■
２
つ
の
指
標
の

赤
字
比
率
は
「
な
し
」

■
実
質
公
債
費
率
は
基
準
内

★

★

★

■
将
来
負
担
比
率
は

一
般
財
源
の
約
半
年
分

■
資
金
不
足
比
率
は
「
な
し
」

　

健
全
化
を
判
断
す
る
指
標
は
、

地
方
債
な
ど
借
り
入
れ
を
を
し
な

い
ほ
う
が
よ
り
健
全
な
状
態
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
「
長
く
使
用
で

き
る
施
設
の
整
備
費
用
は
、
次
の

世
代
に
も
負
担
し
て
も
ら
い
、
世

代
間
の
費
用
負
担
の
公
平
性
を
確

保
し
よ
う
」と
い
う
考
え
の
も
と
、

大
規
模
な
施
設
の
建
設
や
道
路
・

下
水
道
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
時

に
は
、
30
年
返
済
な
ど
の
借
り
入

れ
を
行
い
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
健
全
化
判
断
比
率
な
ど

を
算
定
し
た
結
果
、
現
時
点
で
市

の
財
政
状
況
は
「
健
全
段
階
」
に

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
庁
舎
建
設
や
老
朽
化
施

設
の
更
新
な
ど
、
市
の
財
政
運
営

は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・

ビ
ル
ド
を
基
本
と
す
る
事
業
の
重

点
化
・
効
率
化
を
行
い
、
更
な
る

財
政
の
健
全
化
を
目
指
し
ま
す
。

■
借
り
入
れ
を
す
る
理
由

■
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
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市
の
財
政
は
、
専
門
用
語

が
多
く
分
か
り
に
く
い

も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
平
成
28

年
度
の
一
般
会
計
決
算
の
１
億

円
を
家
計
簿
の
１
万
円
に
置
き

換
え
、
石
岡
市
の
お
財
布
事
情

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
財
政
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
、
10
年
前

の
平
成
18
年
度
決
算
と
比
較
し

て
み
ま
し
た
。

収
入

　
10
年
前
よ
り
給
料
は
少
し
増
え

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
親
か
ら

の
援
助
や
仕
送
り
に
頼
っ
て
い
る

状
態
で
す
。
自
分
で
確
保
で
き
る

収
入
は
、
給
料
と
パ
ー
ト
収
入
・

貯
金
の
取
り
崩
し
を
合
わ
せ
て
４

割
程
度
で
す
。

支
出

　

10
年
前
よ
り
医
療
費
や
家
の
増

改
築
・
家
電
の
購
入
が
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
へ
の
仕
送

り
や
貯
金
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
食
費
を
抑
え
て
赤
字
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

貯
金
と
ロ
ー
ン

　
貯
金
を
増
や
し
な
が
ら
、
ロ
ー

ン
の
返
済
を
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
ロ
ー
ン
残
高
の
管
理
が
必

要
で
す
。

問
財
政
課
（
本
庁
）

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
３
４
）

10
年
前
と

　
　
比
べ
る
と

※ （　）内は 10年前の平成 18年度との比較です。
　△はマイナスを表します。
※ 基金・市債とも、一般会計に係る分の残高です。
　また、基金からは定額運用基金を除いています。

貯金残高（基金残高）
104 万円
（＋ 54）

ローン残高（市債残高）
299 万円
（＋ 18）

貯金とローン残高

食費（人件費）
48 万円
（△ 13）

生活費（物件費）
37 万円
（＋ 4）

医療費・養育費（扶助費）
68 万円
（＋ 33）

家の補修代（維持補修費）
3万円
（＋１）

ローンの返済（公債費）
29 万円
（± 0）

自治会費など（補助費など）
23 万円
（△ 3）

家の増改築・家電の購入
（普通建設事業費など）

36 万円
（＋ 6）

貯金（積立金・貸付金など）
14 万円
（＋ 12）

子どもへの仕送り
（国保・介護・下水道などへの繰出金）

41 万円
（＋ 8）

合　計
299 万円
（＋ 48）

支出収入
給料（市税）

98 万円
（＋１）

パート収入
（使用料・負担金など）

18 万円
（＋ 1）

親からの仕送り
（地方交付税・消費税交付金など）

92 万円
（＋ 12）

親からの援助
（国庫支出金・県支出金）

64 万円
（＋ 31）

ローン借り入れ（市債）
27 万円
（＋ 2）

貯金の取り崩し
（基金繰入金）

4万円
（＋ 2）

前年度からの繰越（繰越金）
14 万円
（＋ 8）

合　計
317 万円
（＋ 57）

 
石
岡
市
の

   
お
財
布
は
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市役所への問い合わせは…
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

イ

ベ

ン

ト

第
33
回
い
し
お
か
商
工
祭

▼
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
や
ミ
ニ
遊
園

　

地
、
石
岡
一
高
吹
奏
楽
部
演
奏

　

な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
沢
山
で
す
。

日
時
／
11
月
12
日
日

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
／
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場

問
石
岡
商
工
会
議
所

　

☎
２
２
・
４
１
８
１

第
４
回
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
／
11
月
26
日
日

　

午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
柏
原
野
球
公
園

内
容
／
親
子
野
球
教
室
、
働
く
自

　

動
車
の
展
示
、
セ
グ
ウ
ェ
イ
体

　

験
（
有
料
）
な
ど

※
親
子
野
球
教
室
の
み
事
前
申
し

　

込
み
が
必
要
で
す

定
員
／
幼
児
・
小
学
校
低
学
年　

　

各
20
人
（
先
着
順
）

問
柏
原
野
球
公
園
管
理
事
務
局

　

☎
２
３
・
８
１
５
８

い
し
お
か
親
子
ま
つ
り

２
０
１
７

▼
手
作
り
の
遊
び
場
や
工
作
体
験

　

な
ど
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

　

ト
で
す
。
当
日
は
フ
リ
ー
マ
ー

　

ケ
ッ
ト
も
実
施
し
ま
す
。
小
さ

　

な
お
子
さ
ん
か
ら
、
パ
パ
・
マ

　

マ
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

　

ち
ゃ
ん
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ぜ
ひ

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
25
日
土

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡　

ひ

　

ま
わ
り
の
館

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

第
24
回
や
さ
と

ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

▼
陶
芸
、
木
工
、
彫
金
な
ど
ク
ラ

　

フ
ト
作
品
が
並
び
ま
す
。

日
時
／
11
月
11
日
土
～
13
日
月

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
初
日
は
午
前
10
時
か
ら
。
最
終

　

日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所
／
旧
有
明
中
学
校

　
（
小
塙
１
９
０
）

問
や
さ
と
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
実

　

行
委
員
会

　

☎
０
２
９
・
８
２
４
・
１
３
４
５

第
41
回
茨
城
県
郷
土
民
俗

芸
能
の
集
い

▼
県
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗

　

芸
能
が
一
度
に
鑑
賞
で
き
る
機

　

会
で
す
。
今
年
は
「
冨
田
の
さ

　

さ
ら
」
が
出
演
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日
日

　

午
後
１
時
～
３
時
40
分

場
所
／
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ

　

ー
ル
（
水
戸
市
千
波
町
東
久
保

　

６
９
７
）

問
県
総
務
企
画
部
文
化
課

　

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
５
４
４
９

大
雅
荘
は
ー
と
ふ
る

ビ
レ
ッ
ジ
文
化
祭

日
時
／
11
月
12
日
日

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
／
大
雅
荘
ひ
ま
わ
り
館
駐
車
場

　
（
三
村
２
５
９
５-

２
）

内
容
／
オ
ニ
ツ
カ
サ
リ
ー
の
コ
ン

　

サ
ー
ト
、
三
村
ば
や
し
実
演
、

　

各
種
模
擬
店
な
ど

※
バ
ザ
ー
物
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

問
障
害
者
支
援
施
設　

大
雅
荘

　

☎
２
４
・
０
７
３
１

情報ネットワーク

市内の月間交通事故件数【9/30 現在】
・発生件数　　　17 件　（  -4）
・死 者 数　　　2 人　（  +2）
・負傷者数　　    17 人　（  -9）
・物損事故　　 155 件   （  -34）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110
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公
園
の
里
親
を
募
集

▼
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
継
続

　

的
に
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

　

め
て
い
く
た
め
、
公
園
の
里
親

　

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

里
親
制
度
と
は

　

公
園
を
「
子
ど
も
」
に
見
立
て

市
民
の
皆
さ
ん
に「
里
親
」に
な
っ

て
も
ら
い
、
定
期
的
に
草
刈
り
や

清
掃
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

募

集

▶市民と市長が考えを伝え合い、より良いまちづく
　りに生かすため、市民懇談会を開催します。
日時・場所／各回　午後７時～８時 30 分
　11 月 13 日月　小桜地区公民館
　11 月 14 日火　中央公民館
　11 月 15 日水　恋瀬地区公民館
　11 月 16 日木　城南地区公民館
　11 月 17 日金　東地区公民館
　11 月 20 日月　園部地区コミュニティセンター
　11 月 21 日火　国府地区公民館
　11 月 22 日水　府中地区公民館
内容／市長が直接出向き、まちづくりについて建設
　的な意見をお聴きします
参加方法／在住地区の会場に直接お越しください
※在住地区会場に出席できない場合は、別地区へ
　の出席が可能です
問 1 石岡市区長会事務局（まちづくり協働課内）
　　（内線 141）

第
58
回
石
岡
市
美
術
展

日
時
／
11
月
13
日
月
～
19
日
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
の
み
午
後
３
時
）

場
所
／
八
郷
総
合
支
所「
郷
の
風
」、

　

１
０
１
～
１
０
３
会
議
室

問
2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
２
）

主
な
活
動

・
公
園
内
の
散
乱
ご
み
の
回
収

・
除
草
、
植
樹
ま
す
の
清
掃

・
情
報
の
提
供
（
遊
具
、
施
設
等

　

の
破
損
、樹
木
損
傷
等
の
連
絡
）

　

ご
み
袋
は
支
給
さ
れ
ま
す
。
作

業
に
必
要
な
用
具
（
ほ
う
き
や
軍

手
等
）は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

対
象
／
市
内
在
住
・
通
勤
・
通
学

　

す
る
小
学
生
以
上
の
団
体
。
代

　

表
者
は
20
歳
以
上

申
込
方
法
／
都
市
計
画
課
へ
直
接

　

申
し
込
み

問
1
都
市
計
画
課
（
内
線
２
９
３
）

国
民
健
康
保
健
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

　

関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る

　

と
と
も
に
、
広
く
市
民
の
皆
さ

　

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、「
協

　

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た

　

め
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
の
国
民
健
康
保

　

険
被
保
険
者
で
、
20
歳
以
上
74

　

歳
以
下
の
人
。
平
日
の
協
議
会

　

に
参
加
で
き
る
人

※
た
だ
し
、
市
議
会
議
員
・
監
査

　

委
員
・
常
勤
の
公
務
員
は
除
き

　

ま
す

募
集
人
数
／
２
人

任
期
／
２
年
間

　

平
成
29
年
12
月
1
日

～
平
成
31
年
11
月
30
日

申
込
期
限
／
11
月
24
日
金

※
提
出
書
類
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い

問
1
保
険
年
金
課

　
（
内
線
１
６
１
）

市
営
新
池
台
団
地入

居
者
募
集

▼
ク
ジ
に
よ
る
公
開
抽
選
で
入
居

　

者
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
間
／
11
月
１
日
水
～
16
日
木

場
所
／
新
池
台
団
地

　
（
東
石
岡
三
丁
目
８
番
）

対
象
／
詳
し
い
申
込
資
格
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

料
金
／

２
Ｄ
Ｋ
１
戸　

２
万
６
２
０
０
円

　

～
３
万
９
０
０
０
円

３
Ｄ
Ｋ
１
戸　

２
万
７
８
０
０
円

　

～
４
万
１
４
０
０
円

定
員
／
２
世
帯
（
２
部
屋
）

申
込
方
法
／
建
築
住
宅
指
導
課
へ

　

直
接
申
し
込
み

問
1
建
築
住
宅
指
導
課

　
（
内
線
４
２
５
）

市民懇談会の参加者募集

　　　　　　　１３　　 広報いしおか 11 月１日号　№２９０
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陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯

地
モ
ニ
タ
ー
募
集

▼
諸
行
事
に
参
加
で
き
る
モ
ニ
タ
ー

　

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

定
員
／
２
人

期
間
／
１
年
間

申
込
期
限
／
12
月
20
日
水

問 

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地

　

☎
０
２
９
・
８
４
２
１
２
１
１

古
代
散
策
ジ
オ
ハ
イ
キ
ン

グ
参
加
者
募
集

▼
丸
山
古
墳
・
佐
久
の
大
ス
ギ
な
ど

　

ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
25
日
土

　

午
前
８
時
30
分　

受
付
開
始

場
所
／
八
郷
総
合
支
所　

集
合

対
象
／
６
㎞
歩
行
可
能
な
人

定
員
／
90
人
（
先
着
順
）

費
用
／
２
０
０
円（
保
険
代
含
む
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す

申
込
方
法
／
11
月
15
日
水
ま
で
に

　

電
話
・
℻
・
ハ
ガ
キ
の
い
ず
れ

　

か
で
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

　

性
別
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
電

　

話
番
号
を
添
え
申
し
込
み

問
2
観
光
課
（
内
線
１
１
３
２
）

市役所への
　　　問い合わせは…
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

お

知

ら

せ

第
４
回
ひ
ま
わ
り
体
操

参
加
者
募
集　

参
加
無
料

日
時
／
12
月
13
・
20
・
27
日
、
１

　

月
10
・
17
・
24
・
31
日
、
２
月
７
・

　

14
・
21
・
28
日　

毎
回
水
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時　

全
11
回

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡　

ひ

　

ま
わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

　

心
疾
患
が
な
く
、
医
師
か
ら
運

　

動
制
限
さ
れ
て
い
な
い
人

内
容
／
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定
員
／
40
人
（
第
３
回
に
参
加
し

　

て
い
な
い
人
優
先
。
定
員
超
過

　

時
は
抽
選
）

講
師
／
木
村 

幸
子
氏

申
込
方
法
／
11
月
６
日
月
～
10
日

　

金
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し

　

込
み

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

下
水
道
の
使
用
人
数

変
更
時
は
届
出
を

▼
八
郷
地
区
の
公
共
下
水
道
・
農

　

業
集
落
排
水
使
用
料
は
、
使
用

　

人
数
に
よ
る
定
額
制
で
す
。
住

　

民
票
を
動
か
さ
ず
長
期
不
在
に

　

な
る
場
合
や
、
戻
っ
た
場
合
は

　

必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
務
所
や
店
舗
等
は
算
出
方
法

　

が
異
な
り
ま
す

問
2
下
水
道
課

　
（
内
線
１
２
２
５
）

石
岡
小
学
校
屋
内

温
水
プ
ー
ル
臨
時
休
館

▼
水
抜
き
清
掃
の
た
め
、
臨
時
休

　

館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け

　

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
11
月
13
日
月
～ 

20
日
月

問
石
岡
小
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

　

 

☎
２
３
・
１
０
８
８

土
砂
の
持
込
み
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

▼
「
一
時
的
に
資
材
置
き
場
と
し

　

て
貸
し
て
ほ
し
い
」「
無
料
で

　

土
地
を
造
成
し
ま
す
」
な
ど
持

　

ち
か
け
ら
れ
、
質
の
良
く
な
い

　

残
土
を
無
許
可
で
埋
め
立
て
ら

　

れ
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
遊
休
地
に
い
つ
の
間
に
か

　

残
土
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
事
案

　

も
あ
り
ま
す
。

　

人
目
に
つ
き
に
く
く
、
手
入
れ

　

が
行
き
届
い
て
い
な
い
土
地
が

　

狙
わ
れ
や
す
い
の
で
、
定
期
的

　

な
見
回
り
や
侵
入
防
止
柵
・
警

　

告
掲
示
板
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

残
土
を
持
ち
込
ま
れ
た
、
持
ち

　

込
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
直
ち

　

に
市
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

埋
立
て
等
を
行
う
事
業
者
は「
石

　

岡
市
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋

　

立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」

　

に
則
し
た
対
応
を
お
願
い
し
ま

　

す
。
た
だ
し
５
０
０
０
平
方
メ

　

ー
ト
ル
を
越
え
る
埋
立
て
の
場

　

合
は
、県
の
許
可
が
必
要
で
す
。

問
1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
０
２
）

募

集

広報いしおか 11 月１日号　№２９０　　１４　　　　　　　

情報ネットワーク

使用料（月額）
１人世帯　　3,024 円
２人世帯　　3,456 円
３人世帯　　3,888 円
４人世帯　　4,320 円
５人世帯　　4,752 円
６人世帯以降は１人
当たり 432 円を加算

広　告　掲　載　欄



　　　　　　　１５　　 広報いしおか 11 月１日号　№２９０

米
の
生
産
調
整
は
必
要
で
す

▼
来
年
以
降
も
、
主
食
用
米
の
生
産

　

目
安
と
な
る
「
生
産
数
量
調
整
に

　

相
当
す
る
数
値
」
等
を
生
産
者
へ

　

提
示
し
ま
す
。
飼
料
用
米
へ
の
転

　

換
を
進
め
、
所
得
の
確
保
と
経
営

　

の
安
定
を
図
り
ま
す
。

　

主
食
用
米
の
在
庫
が
増
え
る
と

　

米
価
は
下
落
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

需
要
に
応
じ
た
生
産
へ
の
ご
理

　

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
４
）

　11 月 14 日火
全国一斉情報伝達訓練を実施

▶地震や武力攻撃の非常事態に備え、
　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
　による情報伝達の訓練を行います。
　防災無線などから訓練放送が流れま
　すのでご理解をお願いします。
日時／ 11 月 14 日火 午前 11 時
放送内容／「これはＪアラートのテスト
です」「こちらは、ぼうさいいしおかです」
全国瞬時警報システム（J アラート）とは
／国民保護情報、特別警報、緊急地震
　速報などの緊急情報を、瞬時に伝達
　するシステムです。
■問い合わせ
1 防災対策課（内線 256）

学
校
公
開

県
立
霞
ヶ
浦
聾ろ

う

学
校

日
時
／
11
月
29
日
水

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
／
県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校

　
（
阿
見
町
上
長
３-

２
）

内
容
／
授
業
公
開
・
難
聴
疑
似
体

　

験
・
講
演
会
・
個
別
相
談

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
11
月
15
日
水
ま
で
に

　

メ
ー
ル
ま
た
は
℻
で
申
し
込
み

※
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　

あ
り
ま
す

　

℻
０
２
９
・
８
８
９
・
２
４
１
３

　
　

koh
o@

kasu
m

ig
au

ra-  

　

sd.ibk.ed.jp

問
県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校

　

☎
０
２
９
・
８
８
９
・
１
５
５
５

成
人
式
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
平
成
30
年
１
月
７
日
日

　

午
後
１
時
か
ら

　
（
受
付
は
午
後
０
時
20
分
か
ら
）

場
所
／
石
岡
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

対
象
／
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平

　

成
10
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
石
岡
市
か
ら
他
市
へ
転
出
さ
れ

　

た
人
で
成
人
式
参
加
希
望
者
は

　

申
し
込
み
が
必
要
で
す

申
込
方
法
／
12
月
15
日
金
ま
で
に

　

成
人
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話

　

番
号
・
生
年
月
日
・
出
身
中
学

　

校
・
世
帯
主
（
親
元
な
ど
）
の

　

氏
名
・
住
所
を
明
記
し
、
電
話

　

ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み

問
2
生
涯
学
習
課（
内
線
１
３
６
１
）

　

〒
３
１
５-

０
１
９
５

　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

▼
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み

　

な
が
ら
、
新
た
な
出
会
い
を
見

　

つ
け
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
１
月
14
日
日

　

午
後
３
時
～
６
時
30
分

場
所
／
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
・

　
ｙ
ａ
ｓ
ａ
ｔ
ｏ 

de 

ト
レ
タ　

レ
ス

　

ト
ラ
ン
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー　

　
（
下
青
柳
２
０
０
番
地
）

※
自
力
で
会
場
ま
で
移
動
で
き
な

　

い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

対
象
者
／
40
歳
ま
で
の
独
身
男
女

　
（
男
性
は
市
内
在
住
の
人
の
み
）

定
員
／
男
女　

各
10
人
（
坂
東
市

　

の
参
加
者
を
加
え
、
男
女
各
20

　

人
・
計
40
人
の
参
加
予
定
）

※
定
員
超
過
時
は
抽
選
。
参
加
決

　

定
者
に
は
後
日
通
知
し
ま
す

参
加
費
／
男
性
４
０
０
０
円　
　

　
　
　
　

女
性
２
０
０
０
円

申
込
期
限
／
12
月
22
日
金

申
込
方
法
／
窓
口
・
電
話
・
℻
・

　

は
が
き
・
メ
ー
ル
で
、
氏
名
・

　

性
別
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番

　

号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
休
日

　

の
過
ご
し
方
を
添
え
申
し
込
み

※
倫
理
・
マ
ナ
ー
違
反
の
申
し
込

　

み
は
固
く
お
断
り
し
ま
す

問
1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

　
（
内
線
１
４
１
）

　

〒
３
１
５-

８
６
４
０

　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

　

℻
２
３
・
２
２
２
５

　
　

m
ach

ik
yo

u
@

city.
     ishioka.lg.jp

石
岡
地
方
結
婚
相
談
所
運
営
協
議
会
・
坂
東
市
　合
同
開
催

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
DE
逢
お
う
＠
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

広　告　掲　載　欄



※
Ｐ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｓ
ｋ
と
は
、
無
料
で

　

利
用
で
き
る
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
対
応

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
時
間
／

　

午
前
８
時
30
分
～
深
夜
０
時　

　
（
土
日
祝
、
年
末
年
始
は
除
く
）

問
一
般
社
団
法
人　

地
方
電
子

　

化
協
議
会
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９

つ
な
が
ら
な
い
場
合

　

☎
０
３
・
５
５
０
０
・
７
０
１
０

　http://w
w

w
.eltax.jp/

歴
史
講
演
会

常
陸
平
氏
と
平
将
門
の
乱

▼
常
陸
国
府
（
石
岡
）
襲
撃
と
周

　

辺
地
域
の
動
向

日
時
／
11
月
25
日
土

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
午
後
１
時
よ
り
受
付
開
始
）

場
所
／
石
岡
市
民
会
館
１
階
ホ
ー
ル

参
加
費
／
無
料（
事
前
申
込
不
要
）

講
師
／
千
葉 

隆
司
氏
（
筑
波
学

　

院
大
学
非
常
勤
講
師
）

問
県
退
職
公
務
員
連
盟
石
岡
新

　

治
支
部
（
矢
口
）

　

☎
２
２
・
４
９
５
３

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

▼
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
・

　

市
県
民
税
の
申
告
で
、
そ
の
年

　

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

　

で
に
納
め
た
保
険
料
の
全
額
が

　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

　

り
ま
す
。　

　

１
月
１
日
～
９
月
30
日
に
納
め

た
人
に
は
、
11
月
上
旬
に
、
10

月
１
日
～
12
月
31
日
に
今
年
初

　

め
て
納
め
た
人
に
は
２
月
上
旬

　

に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
控
除

　

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年

　

末
調
整
や
確
定
申
告
に
添
付
し

　

て
く
だ
さ
い
。

問
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

　

☎
０
３
・
６
６
３
０
・
２
５
２
５

期
間
／
11
月
１
日
水

　

～
平
成
30
年
３
月
15
日
木

平
日
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

第
２
土
曜
日
／

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
（
第
２
土
以
外
）
と
年
末

　

年
始
を
除
く

お

知

ら

せ

市役所への
　　　問い合わせは…
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

自
己
用
住
宅
を建

築
す
る
人
へ

1
木
の
住
ま
い
助
成
事
業

▼
市
民
ま
た
は
市
外
か
ら
の
転
入

　

者
が
木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）

　

を
建
築
す
る
場
合
、
費
用
の
一

　

部
を
補
助
し
ま
す
。

条
件
／
市
内
に
本
店
の
あ
る
設
計
事

　

務
所
へ
の
設
計
監
理
依
頼
・
市
内

　

に
本
店
の
あ
る
工
務
店
へ
の
施
工

　

依
頼
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
す

　

場
合

補
助
額
／
住
宅
建
築
費
用
の
10
％

　

以
内
で
50
万
円
が
限
度

2
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事
業

▼
市
外
か
ら
の
転
入
者
が
自
己
用

　

住
宅
を
建
築
す
る
場
合
、
費
用

　

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

条
件
／
市
外
在
住
１
年
以
上
で
、

　

こ
れ
か
ら
転
入
ま
た
は
転
入
し

　

て
２
年
を
経
過
し
な
い
こ
と
。

　

申
請
者
の
年
齢
が
満
20
歳
以
上

　

45
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど
一

　

定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

補
助
額
／
住
宅
建
築
費
用
の
10
％

　

以
内
で
30
万
円
が
限
度

1
・
2
共
通
事
項

・
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
に
建
築
す

　

る
場
合
は
補
助
額
が
10
万
円
上

　

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

・
す
で
に
工
事
に
着
手
し
て
い
る
場

　

合
や
建
売
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

・
補
助
対
象
の
条
件
な
ど
、
詳
細

　

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
／
平
成
30
年
１
月
31
日
水

問
1
建
築
住
宅
指
導
課

　
　
（
内
線
４
２
２
）

ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で地

方
税
申
告
を

▼
平
成
29
年
１
月
か
ら
、
国
と
地

　

方
の
両
方
に
提
出
す
る
義
務
の

　

あ
る
源
泉
徴
収
票
・
給
与
支
払

　

報
告
書
の
電
子
的
提
出
の
一
元

　

化
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ｅ
Ｌ
Ｔ

　

Ａ
Ｘ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

　

利
用
し
て
地
方
税
の
申
告
な
ど

　

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｐ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｓ
ｋ

　
（
※
）
で
１
回
入
力
す
る
だ
け

　

で
、
給
与
支
払
報
告
書
と
源
泉

　

徴
収
票
の
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ

　

が
作
成
さ
れ
、
給
与
支
払
報
告

　

書
の
デ
ー
タ
が
市
区
町
村
に
、

　

源
泉
徴
収
票
の
デ
ー
タ
が
国
税

　

庁
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

講

座

講

演

茨城県最低賃金　時間額 796 円
茨城県の最低賃金が 771 円から 25 円引き上げ
となり、796 円となりました。10 月１日から県
内の事業所で働くすべての労働者に適用されて
います。
問茨城労働局　賃金室　☎ 029-224-6216

エルレンジャー

広報いしおか 11 月１日号　№２９０　　１６　　　　　　　
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定
員
／
４
０
０
人
（
先
着
順
）

講
師
／
菊
地 

幸
夫
氏

申
込
方
法
／
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
・
８
２
６
・
１
１
０
１

多
重
債
務
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

▼
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
消
費
生

　

活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
。

日
時
／
11
月
10
日
金
～
14
日
火

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所
／

11
月
10
日
金　

　

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
（
日
立
市
幸
町
１-

21-

１
）

11
月
11
日
土
・
12
日
日

　

県
水
戸
合
同
庁
舎

　
（
水
戸
市
柵
町
１-

３-

１
）

11
月
13
日
月

　

県
土
浦
合
同
庁
舎
第
一
分
庁
舎

　
（
土
浦
市
真
鍋
５-
17-
26
）

11
月
14
日
火

　

つ
く
ば
市
豊
里
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
つ
く
ば
市
高
野
１
１
９
７-

20
）

定
員
／
各
会
場
10
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
開
催
日
の
前
日
ま
で

場
所
／
障
害
者
支
援
施
設
「
光
風

　

荘
」
内　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
「
な
の
は
な
」（
谷
向
町
13-

23
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

参
加
費
／
無
料

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

講
師
／
光
風
荘
の
歩
行
指
導
員

申
込
方
法
／
11
月
24
日
金
ま
で
に

　

電
話
で
申
し
込
み

※
定
員
の
一
割
に
満
た
な
い
場
合

　

は
中
止
と
な
り
ま
す

✿
生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

生
涯
学
習
講
演
会

出
会
い
の

人
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と

▼
弁
護
士
業
務
の
傍
ら
、
社
会
福

　

祉
事
業
団
理
事
・
テ
レ
ビ
出
演
・

　

地
元
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

　

監
督
を
務
め
る
な
ど
、
多
彩
な

　

活
動
を
行
っ
て
い
る
菊
地 

幸
夫

　

氏
。
自
身
の
人
生
で
出
会
っ
た

　

人
々
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
お
話

　

し
ま
す
。

日
時
／
12
月
９
日
土

　

午
後
１
時
20
分
～
３
時

場
所
／
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
土
浦
市
大
和

　

町
９-

１  

ウ
ラ
ラ
ビ
ル
５
階
）

相

談

ひ
と
り
親
家
庭
応
援

パ
ソ
コ
ン

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
習
会

▼
資
料
の
作
成
や
プ
レ
ゼ
ン
に
欠

　

か
せ
な
い
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
。

　

実
際
に
プ
レ
ゼ
ン
シ
ー
ト
を
作

　

成
し
な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
２
・
９
日
土 
全
２
回

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
／
ク
リ
エ
ー
ト
PC
教
室

　
（
水
戸
市
北
見
町
８-

12
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父

　

お
よ
び
寡
婦
で
全
日
程
出
席
で

　

き
る
パ
ソ
コ
ン
初
級
以
上
の
人

定
員
／
15
人
程
度
（
先
着
順
）

※
託
児
付
き（
要
予
約
・
２
歳
以
上
）

参
加
費
／
１
０
０
０
円

申
込
期
限
／
11
月
24
日
金

問
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
・
２
３
３
・
２
３
５
５

　
　

shienboshi@
ibaboren.or.jp

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
養
成
講
座

▼
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
と
し
て
必
要
な

　

知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め

　

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
７
日
木
・
８
日
金
・

　

14
日
木　

全
３
回

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

に
県
生
活
文
化
課
へ
電
話
で
申

　

し
込
み

問
県
生
活
文
化
課

　

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
８
２
９

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

▼
女
性
に
対
す
る
セ
ク
ハ
ラ
、夫
・

　

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

　

ト
ー
カ
ー
な
ど
の
人
権
侵
害
に

　

つ
い
て
、
電
話
で
相
談
を
受
け

　

付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

日
時
／
11
月
13
日
月
～
19
日
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
曜
日
、
日
曜
日
は
午
前
10
時

　

～
午
後
５
時

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

問
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
２
９
・
２
２
７
・
９
９
１
９

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

▼
家
庭
内
の
問
題
・
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
・

　

い
じ
め
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

　

害
や
差
別
的
扱
い
な
ど
、
人
権

　

問
題
に
関
わ
る
相
談
に
法
務
大

　

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

　

委
員
が
応
じ
ま
す
。秘
密
厳
守
。

　

事
前
申
込
不
要
。

日
時
／
11
月
22
日
水

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
／
中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

対
象
／
市
内
在
住
の
人

参
加
費
／
無
料

問
1
社
会
福
祉
課

　
（
内
線
４
６
４
）

歯
の
な
ん
で
も無

料
電
話
相
談

▼
普
段
歯
医
者
さ
ん
に
聞
け
な
い

　

こ
と
、お
子
さ
ん
の
歯
の
悩
み
、

　

口
臭
の
悩
み
、
入
れ
歯
の
こ
と

　

な
ど
歯
科
医
師
が
相
談
に
応
じ

　

ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日
日　

　

午
後
２
時
～
５
時

受
付
電
話
番
号

　

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
７
９
３
０

問
一
般
社
団
法
人　

茨
城
県
保

　

険
医
協
会

　

☎
０
２
９
・
８
２
３
・
７
９
３
０
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市長日記

10
月
３
日
（
火
）

　チ
ェ
ン
ジ
い
し
お
か

　

若
手
市
職
員
14
人
に
よ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
、
働
き
方
改
革

を
目
指
し
て
提
言
書
を
市
幹
部
へ

示
し
ま
し
た
。働
き
や
す
い
環
境
、

誇
れ
る
職
場
、
そ
し
て
何
よ
り
も

市
民
の
た
め
の
市
役
所
で
あ
る
た

め
に
、
係
長
ク
ラ
ス
の
中
堅
が
３

か
月
間
知
恵
を
絞
っ
て
、
こ
の
職

場
改
善
の
た
め
の
提
言
書
を
ま
と

め
た
の
で
し
た
。

　

提
言
は
発
表
形
式
で
行
わ
れ
、

私
と
松
隈
副
市
長
、
部
長
ク
ラ
ス

の
前
で
、
14
人
の
若
手
た
ち
が
パ

ソ
コ
ン
を
駆
使
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

　

用
意
さ
れ
た
最
前
列
に
座
ろ
う

と
す
る
と
、
す
で
に
政
策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
前
高
萩
市
長
・
草
間
吉

夫
氏
が
笑
顔
で
待
っ
て
い
ま
し

た
。
草
間
氏
が
こ
の
提
言
書
の
作

成
に
あ
た
り
、
助
言
し
ま
と
め
の

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
の
で

す
。

　
「
チ
ェ
ン
ジ
い
し
お
か
」
と
題

し
た
職
場
改
善
の
内
容
は
、
草
間

氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
っ
て
完
成

度
も
高
く
、
若
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
に
溢
れ
た
頼
も
し
い
提
案
で

し
た
。
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
堂
々

と
し
た
発
表
は
、
若
手
職
員
の
資

質
の
高
さ
を
感
じ
、
明
快
で
は
っ

き
り
と
し
た
表
現
か
ら
時
代
の
潮

流
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
が
20
〜
30
代
の
こ
ろ
は
、

と
て
も
こ
の
よ
う
な
意
見
を
言
え

る
環
境
に
は
な
か
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。

　
「
今
日
は
私
の
65
歳
の
誕
生
日

な
の
で
す
が
、
発
表
を
聴
い
て
20

代
の
頃
の
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
」
と
講
評
を
求
め
ら
れ
た
私
は

切
り
出
し
ま
し
た
。

　
「
市
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、

国
県
の
仕
事
が
市
町
村
に
任
さ

れ
、
市
役
所
の
仕
事
は
確
か
に
増

え
ま
し
た
。
加
え
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
や
空
き
家
対
策
、
市
役
所
建

設
な
ど
新
し
い
事
業
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
時
間
外
勤
務
が
増
え
た

り
、
忙
し
い
と
感
じ
る
の
は
そ
れ

ら
が
大
き
な
要
因
で
し
ょ
う
」 

　

さ
ら
に
、
そ
の
分
析
が
必
要
な

こ
と
を
付
け
加
え
ま
し
た
。
特
に

行
き
違
い
や
ク
レ
ー
ム
な
ど
ト
ラ

ブ
ル
対
応
は
、時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
桁
違
い
に
使
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
の
件
数
が
多
い
場
合
は
、
そ
の

原
因
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
探
り

取
り
除
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

提
言
の
根
底
に
は
市
民
目
線
の

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
市
役
所
全
員
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
と
い
う
ま
と
め
に
感
心
し

ま
し
た
。
若
い
職
員
が
問
題
意
識

を
持
ち
、
市
民
目
線
を
忘
れ
ず
に

行
動
し
て
い
く
気
概
に
は
、
惜
し

み
な
い
拍
手
を
贈
り
ま
す
。 

　

市
役
所
の
人
材
が
、
市
民
共
通

の
人
財
へ
と
す
く
す
く
成
長
す
る

こ
と
を
願
っ
て
、
ひ
と
た
び
市
長

日
記
の
筆
を
置
き
ま
す
。４
年
間
、

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

文　

今
泉 

文
彦

市
長
日
記
vol.42

▲ 14 人の若手職員と草間政策アドバイザー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

　
　
　
　
　
　
　随
時
募
集
中
！

広 告
募 集

　

市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ

ナ
ー
広
告
（
有
料
）
枠
を
９
枠
設

け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

広
告
掲
載
の
概
要 

掲
載
の
期
間

　

原
則
１
か
月
単
位
で
す
。

　

※
年
度
内
の
期
間
、
継
続
し
て

　

掲
載
可
能
で
す
。

広
告
の
規
格

・
大
き
さ
…
縦
50
ピ
ク
セ
ル

　
　
　
　

×
横
１
２
０
ピ
ク
セ
ル

・
形
式
…
Ｇ
Ｉ
Ｆ
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
、　

　

Ｐ
Ｎ
Ｇ

・
デ
ー
タ
容
量
…
10
キ
ロ
バ
イ
ト

　

以
下

広
告
料
（
掲
載
１
か
月
に
つ
き
）

　

１
枠
１
万
円
（
全
９
枠
）　

掲
載
で
き
な
い
も
の

　

政
治
や
宗
教
団
体
お
よ
び
そ
の
活

　

動
に
か
か
わ
る
も
の
や
、
公
共
の

　

秩
序
や
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も

　

の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　

て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
秘
書
広
聴
課
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問 

秘
書
広
聴
課
（
本
庁
）

　
　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
１
３
）

広報いしおか 11 月１日号　№２９０　　１８　　　　　　　



▼
「
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
絵

本
が
い
ら
な
く
な
っ
た
」「
捨
て

る
の
は
も
っ
た
い
な
い
図
鑑
が

眠
っ
て
い
る
」
と
い
う
人
は
い
ま

せ
ん
か
？

　

現
在
、
石
岡
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
で
、
朝
日
里
山
学
校

に
絵
本
の
閲
覧
・
貸
し
出
し
を
行

う
ス
ペ
ー
ス
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
宅
に
眠
っ
て

い
る
、
ま
だ
ま
だ
読
ん
で
も
ら
え

る
不
用
な
絵
本
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
寄
付
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

　satoyam
a@ishioka-kankou.              

com回
収
方
法
／
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

が
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
後
に
直

　

接
回
収
に
伺
い
ま
す
。

申
込
期
間
／
11
月
１
日
水

　
　
　

〜
平
成
30
年
３
月
31
日
土

問
朝
日
里
山
学
校

　

☎
５
１
・
３
１
１
７

石
岡
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
っ
て
？

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、

平
成
21
年
に
総
務
省
が
制
度
化
し

た
も
の
で
、
都
市
部
な
ど
か
ら
地

方
へ
の
移
住
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を
目

指
す
制
度
の
こ
と
で
す
。
当
市
で

も
今
年
６
月
、
４
人
の
隊
員
に
委

嘱
を
し
ま
し
た
。

隊
員
紹
介

　

井
上　

岳（
い
の
う
え　

が
く
）

　

■
出
身
地　

愛
知
県

　■
活
動
分
野　

観
光
交
流

 

一
緒
に
作
ろ
う
巨
大
迷
路

▼
11
月
12
日
の
商
工
祭
で
行
わ
れ

　

る
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
る
巨
大
迷

　

路
の
作
製
を
お
手
伝
い
し
て
く

　

れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ま

　

ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
風
の
会

・
文
庫
展

・
風
の
こ
と
ば
絵
展

・
玉
里
御
留
川
展

期
間
／
11
月
４
日
土
〜
８
日
水

新
選
組　

芹
沢
鴨 

出
自
の
謎

天
狗
党 

長
谷
川
庄
七
の
真
実

日
時
／
11
月
22
日
水
〜
29
日
水

主
催
／
常
陸
國
の
幕
末
史
実
を
考

　

え
る
会

歴
ま
ち
フ
リ
ー
カ
フ
ェ

▼
歴
史
を
テ
ー
マ
に
、
フ
リ
ー
ト

　

ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
（
予
約
不
要
）

日
時
／
11
月
13
日
月
・
27
日
月

　

午
後
１
時
か
ら

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ

日
時
／
11
月
６
日
月
・
20
日
月

　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時

　

〜
３
時
・
午
後
３
時
〜
５
時　

資
料
代
／
５
０
０
円

サ
ン
ド
市

▼
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
周
辺

　

で
18
日
土
開
催
！
参
加
者
募
集

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

▼
新
鮮
野
菜
や
手
作
り
品
の
販
売

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日
（
今
月

　

は
１
日
）
午
前
10
時
か
ら

11
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

心
と
体
の
健
康
相
談

・
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

・
11
月
25
日
土
午
後
１
時
30
分

ち
り
め
ん
小
物

　

・
11
月
４
日
・
18
日
土
午
後
１
時

まちかど情報センターニュース

まちかど情報センターとは？
　NPO 法人まちづくり市民会議
が運営している中心市街地にある
施設です。まちづくり市民会議は、
市民参加型のまちづくりを目指す
NPO で、子どもたちによる手づ
くりのお化け屋敷、商店街でのハ
ロウィンパレード、石岡の歴史を
テーマにした雛飾りなど、子ども
から大人まで、まちを楽しむ仕掛

けをきっかけをつくっています。
　本センターは、石岡駅西口から
徒歩 10 分。センター前に専用駐
車場（5台程度）、土橋通りに臨
時駐車場があります。
問まちかど情報センター
☎ 27-5171
開館時間／午前 10時～午後 8時
休館日／木曜日

ギ
ャ
ラ
リ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

　　　　　　　１９　　 広報いしおか 11月１日号　№２９０

捨
て
て
し
ま
う
そ
の
前
に
…

　
　

不
用
に
な
っ
た
絵
本
集
め
て
い
ま
す
！

絵
本
回
収
に
伺
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
！

歴
史
ト
ー
ク

まちかどで
ほっとひと息



石
岡
市
年
齢
別

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

９
月
10
日
・

　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

男
子
複
一
般

優
勝
／
小
池
和
人
・
森
健
太
郎 

組

男
子
複
60
Ａ

優
勝
／
向
本
圭
吾
・
大
友
庸
平 

組

男
子
複
80
Ａ

優
勝
／
井
上
剛
介
・
田
添
雅
士 

組

男
子
複
１
０
０
Ａ

優
勝
／
谷
広
行
・
遠
田
慎
一 

組

女
子
複
一
般

優
勝
／
田
中
萌
花
・
佐
々
木
凪 

組

女
子
複
60
Ａ

優
勝
／
小
川
益
子
・
冨
山
茉
紀 

組

女
子
複
80
Ａ

優
勝
／
重
実
悦
子
・
稲
野
辺
理
恵 

組

女
子
複
１
０
０
Ａ

優
勝
／
宮
本
美
絵
・
笹
林
朋
子 

組

第
69
回
石
岡
地
方

中
学
校
野
球
大
会

８
月
19
・
20
・
22
・
23
日

　

柏
原
野
球
場
・
染
谷
野
球
場

優
勝
／
八
郷
中
学
校

第
20
回

石
岡
市
長
杯
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会

９
月
13
日
・
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

　

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

優
勝
／
本
多
幸
雄

女
子
の
部

優
勝
／
千
葉
初
子

第
12
回Ｔ

Ｂ
Ｇ
石
岡
市
議
長
杯

９
月
９
日
・
八
郷
Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

優
勝
／
古
谷
田
光
義

女
子
の
部

優
勝
／
高
橋
ち
が
子

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
い
し
お
か
10
月
１
日
号
」

20
ペ
ー
ジ
掲
載
の
磯
部
亜
莉
寿
さ

ん
の
学
年
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。正
し
く
は「
南
小
６
年
」で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

スポーツ情報

結

　果

　９月２日、石岡運動公園体育館サブアリーナ
でテーピング講習会が開催されました。
　テーピングの目的は軽度の外傷後の応急処置
だけではなく、けがの予防や再発防止のためと
幅広いものです。
　市体育協会・市スポーツ少年団が開催した本
講習会には、47 人のスポーツ指導者が参加し
ました。
　講師は筑波大学体育系准教授で、茨城県アス
レティックトレーナー協議会代表の竹村 雅裕
先生のほか、田村 耕一郎先生・和久 美紀先生・
成相 美紀先生です。講義を受け、実際に参加
者同士で足首にテーピングを施す実習指導を受
けました。

ス ポーツ少年団の子どもたちが
国体選手団へ千羽鶴を贈呈 知っておくべきテーピング

スポーツ指導者向け講習会を開催

　石岡市スポーツ少年団では、平成 31年度開
催の「いきいき茨城ゆめ国体」に向けた取り組
みとして、昨年度から市内 42単位スポーツ少
年団（軟式野球・バレーボール・剣道・バドミ
ントン・サッカー・柔道・空手道・水泳・ミニ
バスケットボール）が毎年千羽鶴２本を作成し、
茨城県体育協会に贈呈しています。今回作成し
た千羽鶴は、９月 20 日に第 72 回国民体育大
会団結式で茨城県選手団に贈呈されました。
　スポーツ少年団では、様々なスポーツ活動を
行っています。たくさんの仲間と楽しく汗を流
しましょう。
問市スポーツ少年団本部事務局
　（石岡運動公園内）☎ 26-7210

▲実際にテーピングを施しながらの講義▲千羽鶴を贈る菱沼 一夫副本部長（スポーツ少年団）（写真右）

広報いしおか 11月１日号　№２９０　　２０　　　　　　　



子育て世代包括
支援センターだより

　今年７月に石岡保健センター内に開設し
たセンターの様子をお知らせします。

母子手帳の発行
　母子健康手帳を発行し、妊婦さんと一緒
に妊娠から出産までの計画を立てていま
す。市民課・市民窓口課で母子健康手帳を
発行された妊婦さんも、ぜひセンターへお
越しください。

専門の相談スタッフ常駐
　保健師・助産師・保育士が、子育てに関
する相談を受け付けています。気軽にご相
談ください。相談スペースがありますので、
お子さん連れでもゆっくり相談できます。

５歳児健康相談スタート
　年中児を対象に、５歳児健康相談を行っ
ています。対象者には、問診票を配布し
ています。問診票を参考に、11月から 12
月にかけて保育園や子ども園などを訪問
し、お子さんの様子をお伺いします。

　子育て世代包括支援センターは、妊娠期
から子育て期にわたる、切れ目ない支援を
目指しています。こうだったら便利だな、
こういうことを教えてほしい、など皆さん
の声をお聞かせください。ご協力をお願い
します。

口
腔
が
ん
・
成
人
歯
科
検
診

日
時
／
12
月
６
日
水
・
７
日
木

　

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

場
所
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
11
月
15
日
水
か
ら
八

　

郷
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ま
た

　

は
℻
・
電
話
で
申
し
込
み

対
象
／
18
歳
以
上

費
用
／
無
料

内
容
／
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
診

　

察
・
視
触
診
と
歯
科
衛
生
指
導

定
員
／
１
日
80
人
（
先
着
順
）

が
ん
検
診
等
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
の
ご
利
用
は
お
早
め
に

　

６
月
上
旬
に
「
無
料
検
診
の
お
知

ら
せ
」を
対
象
者
に
郵
送
し
ま
し
た
。

ク
ー
ポ
ン
券
で
子
宮
頸
が
ん
検
診
・

乳
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
／

　

平
成
30
年
１
月
31
日
ま
で

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
／

　

平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
４
・
１
３
８
６

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
４
３
・
６
６
５
５

　
　

℻
４
４
・
１
４
９
２

健康ガイド

大
腸
が
ん
検
診
は
お
済
み

で
す
か
？

今
年
度
ま
だ
大
腸
が
ん
検
診
を

受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
総

合
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
各

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
必
要
な
容
器
を
郵
送
し

ま
す
。

こ
こ
ろ
とい

の
ち
の
電
話
相
談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
事
な
ど
に
専
門

の
相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日　

　

・
午
前
９
時
〜
正
午

　

・
午
後
１
時
〜
４
時

　

☎
４
３
・
６
６
５
５

　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
助
成

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
期
間
は
12
月
31
日
ま
で
で

す
。
対
象
者
に
は
９
月
下
旬
に
通

知
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

　

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
希
望

　

者
の
み
お
受
け
く
だ
さ
い
。

子育て世代包括
支援センターだより

子育て世代包括子育て世代包括子育て世代包括

問子育て世代包括支援センター
　（石岡保健センター内）
　☎ 24-1390（直通）

　　　　　　　２１　　 広報いしおか 11月１日号　№２９０



職
業
講
座
・
参
加
無
料

編
集
者
を
体
験
し
よ
う

▼
元
講
談
社
の
文
芸
文
庫
を
担
当

　

し
て
い
た
編
集
長
が
雑
誌
の
編

　

集
・
作
家
と
の
関
わ
り
・
単
行
本

　

が
出
来
る
ま
で
を
紹
介
し
ま
す
。

　

単
行
本
の
帯
コ
ピ
ー
の
作
り
方

　

も
教
え
ま
す
！

日
時
／
11
月
19
日
日

　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

講
師
／
堀
山 

和
子
氏
（
講
談
社

　

文
藝
文
庫
編
集
長
等
を
歴
任
）

内
容
／
編
集
者
の
仕
事
、
単
行
本

　

の
帯
コ
ピ
ー
作
成
体
験

対
象
／
中
学
生
・
高
校
生

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
11
月
１
日
⺢
か
ら
図

　

書
館
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

　

し
込
み

「佐
さ く か み の う ち

久上ノ内遺跡の
墨書土器」

シリーズ 142
文化振興課　
☎ 43-1111（内線 1324）

　

八
郷
地
区
佐
久
に
あ
る
「
佐
久

の
大
ス
ギ
」
は
樹
齢
１
３
０
０
年

を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
巨
樹
で
、

県
指
定
の
天
然
記
念
物
で
す
。
枯

れ
枝
の
落
下
の
恐
れ
な
ど
か
ら
見

学
路
に
立
ち
入
れ
な
い
状
態
で
し

た
が
、
平
成
28
年
度
に
樹
勢
回
復

事
業
を
行
い
、
再
び
間
近
で
見
学

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
ス
ギ
の
す
ぐ
近
く
の

「
佐
久
上
ノ
内
遺
跡
」
で
平
成
25

年
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調

査
で
は
、
以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
し
た
古
墳
時
代
の
豪
族
居
館

な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
平

安
時
代
で
も
珍
し
い
発
見
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
墨
で
文
字
が
書

か
れ
た
土
器
、「
墨
書
土
器
」で
す
。

　

佐
久
上
ノ
内
遺
跡
で
は
、
９
点

の
墨
書
土
器
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
読
解
で
き
た
の
は

「
木
」が
５
点
、「
林
」が
２
点
。「
木
」

関
係
の
も
の
ば
か
り
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
県
内
で
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
た
「
木
」
墨
書
土
器

は
16
点
、「
林
」
は
11
点
だ
け
で

す
の
で
、
佐
久
上
ノ
内
遺
跡
で
の

多
さ
が
際
立
ち
ま
す
。

　

墨
書
土
器
の
年
代
は
10
世
紀

頃
。
そ
の
こ
ろ
の
大
ス
ギ
は
、
ま

だ
樹
齢
２
０
０
年
余
り
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
今
も
そ
の
地
に
そ
び

え
る
大
ス
ギ
を
見
る
と
、
両
者
の

関
連
性
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

佐
久
の
大
ス
ギ
の
樹
勢
回
復
事

業
の
様
子
や
、
佐
久
上
ノ
内
遺
跡

な
ど
の
調
査
成
果
を
紹
介
す
る
展

示
を
常
陸
風
土
記
の
丘
で
開
催
中

で
す
。

「
石
岡
を
掘
る
」

期
間
／
11
月
26
日
日
ま
で

場
所
／
常
陸
風
土
記
の
丘
展
示
室

※
月
曜
日
休
園

こども図書館本の森
　おはなしのへや
▶おはなし玉手箱
　11 月 4日土
　午前 10 時 30 分から
▶ひよこのおはなしかい
　11 月 9日木
　午前 10 時 30 分から
▶おはなし会
　11 月 18 日土
　午前 10 時 30 分から

中央公民館
▶おはなしフレンズ
　11 月 11 日土
　午後２時 30 分から
　※ すべて 30 分程度

図書館つうしん

■問い合わせ　
　中央図書館　☎ 24-1507

11 月の休館日：2・6・13・20・24・27・30 日

時の記憶

は
じ
め
て
の
百
人
一
首

▼
楽
し
く
遊
ん
で
学
べ
る
、
百
人

　

一
首
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
第

　

２
回
目
開
催
で
す
！

　

か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
の
「
は
じ

　

め
て
の
百
人
一
首
」
で
、
札
を

　

め
く
っ
て
遊
ぶ
「
ぼ
う
ず
め
く

　

り
」
か
ら
、
チ
ー
ム
戦
の
「
源

　

平
合
戦
」
ま
で
学
び
ま
す
。

日
時
／
11
月
25
日
�

　

午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
こ
ど
も
図
書
館
本
の
森　

　

お
は
な
し
の
へ
や

講
師
／
歌
人　

天
野 

慶
氏

対
象
／
小
学
生（
保
護
者
見
学
可
）

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
11
月
１
日
⺢
か
ら
図

　

書
館
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

　

し
込
み

追
加
募
集
・
参
加
無
料

都
々
逸
を
作
っ
て
み
よ
う

▼
石
岡
は
都
々
逸
坊
扇
歌
の
お
ひ

　

ざ
も
と
。
七
・
七
・
七
・
五
の
リ

　

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
あ
な
た
も

　

都
々
逸
（
俚
謡
）
を
作
っ
て
み

　

ま
せ
ん
か
。
１
回
か
ら
何
回
で

　

も
参
加
で
き
ま
す
。
プ
ラ
チ
ナ

　

ポ
イ
ン
ト
対
象
講
座
で
す
。

日
時
／
11
月
14
日
、
12
月
12
日
、

　

１
月
16
日
、
２
月
20
日
、
３
月

　

13
日　

毎
回
火
曜
日

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

※「
広
報
い
し
お
か
10
月
１
日
号
」

　

で
11
月
24
日
と
あ
り
ま
し
た
が
、

　

正
し
く
は
11
月
14
日
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

講
師
／
助
川 

浩
史
氏

　
（
石
岡
俚
謡
会
代
表
）

※
筆
記
用
具
と
ノ
ー
ト
を
ご
用
意

　

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
図
書
館
へ
直
接
ま
た

　

は
電
話
で
申
し
込
み

城
南
地
区
公
民
館
図
書
室

臨
時
開
室
の
お
知
ら
せ

▼
城
南
地
区
公
民
館
ま
つ
り
に
よ

　

る
開
館
の
た
め
、
図
書
室
の
臨

　

時
開
室
を
し
ま
す
。

開
室
日
／
11
月
３
日
㊎

▲「木」墨書土器

赤ちゃんから大人まで
　どなたでも参加できます

広報いしおか 11 月１日号　№２９０　　２２　　　　　　　



い
し
お
か
俳
句
同
好
会

府　

中　

赤
津
美
智
子

う
つ
ろ
な
る
身
へ
秋
冷
の
し
の
び
寄
る

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

土
地
つ
子
の
祭
前
か
ら
祭
か
な

部　

原　

久
保
田
好
子

物
忘
れ
多
く
な
っ
て
も
食
の
秋

細　

谷　

松
﨑　

淑
子

杭
の
先
触
れ
て
は
離
る
赤
と
ん
ぼ

総　

社　

山
口
美
津
子

ま
た
ひ
と
つ
更
地
の
増
え
し
秋
桜

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

柴　

内　

羽
生　
　

俊

存
へ
し
二
人
の
力
豊
の
秋

　
　
　
　

柿　

岡　

岡
村　

素
泡

い
つ
か
来
た
あ
の
日
も
彼
岸
花
の
赤

吉
生　

土
佐　

汀
風

思
ひ
き
り
鳴
く
牧
場
の
牛
秋
高
し

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

石
岡
短
歌
同
好
会

南　

台　

田
村　

満
佐

ほ
と
走
る
谷
の
流
れ
は
ゆ
っ
く
り

と
大
き
水
車
を
め
ぐ
ら
せ
て
を
り

府　

中　

山
口　

文
子

昨よ

べ夜
つ
よ
く
降
り
に
し
雨
の
け
さ
晴

れ
て
藍
冴
え
ざ
え
と
朝
顔
の
咲
く

石　

岡　

外
川
な
を
み

毒
だ
み
に
負
け
て
は
な
ら
じ
と
藪

枯
ら
し
根
を
張
り
つ
る
を
巻
き
つ

け
て
お
り

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

水
無
月
の
茅ち

の
輪
を
く
ぐ
り
邪
気

払
う
夏な

ご越
し
の
儀
や
笠
間
稲
荷
で

東
光
台　

内
田
千
代
子

エ
ア
コ
ン
の
な
か
っ
た
時
代
浴
衣
着

て
う
ち
わ
を
持
ち
て
銀
河
を
仰
ぐ

八
郷
短
歌
会

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

プ
ラ
ン
タ
ー
に
ぱ
ら
ぱ
ら
蒔
き
し
小

松
菜
を
小
さ
め
な
れ
ど
初
物
頂
く

片　

野　

小
野
瀬
も
と

雨
あ
が
り
畑
に
き
て
見
る
西
瓜
は

も
五
セ
ン
チ
程
に
育
つ
を
見
た
り

柿　

岡　

小
林　

渥
子

失
敗
は
大
方
齢
の
せ
ゐ
に
し
て
笑

へ
る
話
ま
た
一
つ
積
む

石
岡
俚
謡
会

下　

林　

白
井
冨
喜
江

た
ま
に
腹
立
つ　

元
気
な
老
い
も

　

が
ま
ん
花
咲
く　

皺し
わ

の
笑
み

南
台　

月
乃
香
倶
耶
姫

豪
雨
被
害
の　

爪
跡
残
し

　

知
ら
ん
ぷ
り
し
て　

夏
は
往
く

　
　
　
　

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

今
も
痛
む
よ　

時
々
胸
が

　

可
愛
い
あ
の
娘こ

の　

肘
鉄
砲

東
大
橋　

醍
醐　

正
夫

お
化
け
屋
敷
で　

暑
さ
を
凌し

の

ぎ

　

秋
に
ゃ
お
化
け
の　

大
か
ぼ
ち
ゃ

　
　
　
　

府　

中　

稲
田　

す
み

暑
さ
な
お
増
す　

ミ
ン
ミ
ン
蝉
へ

　

負
け
ず
鳴
い
て
る　

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ

貝　

地　

前
島
く
に
子

先
祖
あ
っ
て
の　

我
が
家
の
家
族

　

語
り
明
か
し
た　

盆
供
養

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

爺
や
負
か
し
て　

喜
ぶ
孫
が　

　

勝
っ
て
嬉
し
い　

指
相
撲

　
　
　
　

国　

府　

大
西　

和
子

勝
た
に
ゃ
な
る
ま
い　

声
出
し
切
っ
て

　

暑
い
声
援　

甲
子
園

市
民
ず
い
ひ
つ

長
寿
会

助
川　

浩
史

　

３
年
程
前
、
独
り
者
ば
か
り
の

カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
が
あ
る
、
と
誘

わ
れ
入
会
し
た
。
独
り
者
と
い
っ

て
も
昔
の
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ

ん
達
で
あ
る
。
今
は
死
語
に
な
っ

て
き
た
男
ヤ
モ
メ
と
後
家
さ
ん
の

会
だ
っ
た
。
私
は
20
年
前
に
妻
に

先
立
た
れ
ヤ
モ
メ
暮
ら
し
で
あ
っ

た
の
で
楽
に
入
会
出
来
た
。

　

近
年
「
最
近
の
年
寄
り
は
元
気

だ
ね
ー
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、

そ
の
通
り
で
月
１
の
カ
ラ
オ
ケ
店

で
や
る
会
に
は
一
時
は
30
人
も
集

ま
り
、
歌
っ
て
踊
っ
て
ワ
イ
ワ
イ

と
、
持
ち
寄
っ
た
料
理
は
テ
ー
ブ

ル
い
っ
ぱ
い
で
、
普
段
ロ
ク
ナ
物

を
食
べ
て
い
な
い
私
に
は
幸
せ
な

夜
で
あ
っ
た
。
途
中
ク
ジ
引
き
で

デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
に
な
り
、
ど
な
た

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
歌
え
る
の

か
楽
し
み
で
あ
っ
た
が
、
私
の
タ

イ
プ
の
女
性
な
ら
い
い
が
そ
の
逆

も
あ
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
そ
の
会
は
今
年
の

３
月
で
解
散
し
て
し
ま
っ
た
。
ど

う
い
う
わ
け
か
10
人
ほ
ど
の
参
加

文
化
協
会
だ
よ
り

●
盆
栽
部
（
八
郷
支
部
）

・
秋
の
盆
栽
展

日
時
／
11
月
２
日
木
～
５
日
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
／
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

問
☎
４
３
・
２
４
１
８
（
石
井
）

●
石
岡
市
囲
碁
同
好
会・囲
碁
大
会

日
時
／
11
月
５
日
日

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

問
☎
２
２
・
２
９
２
７
（
中
泉
）

●
石
岡
大
正
琴
愛
好
会・体
験
講
座

日
時
／

11
月
８
・
22
日
、
12
月
６
・
20
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

問
☎
２
４
・
０
５
８
８
（
沖
田
）

文芸いしおか

に
な
り
、
貸
し
切
り
に
す
る
店
に

悪
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
残
党
の
７
人
が
長
寿
会
を

発
足
し
、
週
１
、２
回
の
カ
ラ
オ

ケ
と
年
２
回
の
旅
行
を
今
は
楽
し

ん
で
い
る
。
お
年
寄
り
を
シ
ニ
ア

と
言
う
よ
う
に
ヤ
モ
メ
と
後
家
さ

ん
に
替
わ
る
何
か
新
し
い
良
い
言

葉
が
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

　　　　　　　２３　　 広報いしおか 11 月１日号　№２９０



掲載を希望する人は秘書広聴課まで。市のホームページからも申込用紙を
ダウンロードできます。　　　問秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 213）わが家のアイドル
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ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

増山 詩
しお り

織ちゃん
（1歳 6か月）

若松

増山 

明るく活発でよく動
きよく走りまわる、豆
が大好物の元気いっ
ぱいの女の子です。
心の優しい思いやり
のある子に育ってね。

応募作品／
・石岡市における歴史、風土、文化、伝承、人
物などから着想を得た映像作品であること。
・作品時間は 40分以内
・ジャンルは「フィクション」または「ドキュ
メンタリー」
応募期間／9月21日木～平成30年9月28日金
最優秀作品賞（1作品）／賞金250万円

石岡市から着想を得た映像作品を広く募集しま
す。作品を通じて「日本人の心」や「日本のふ
るさとの素晴らしさ」を広く発信し、その価値
について、世代を越えて共有し、残し、伝えて
いくことを目的としたコンテストです。
　詳しくはホームページをご確認ください。

■問い合わせ　秘書広聴課
　　☎ 23-1111（内線 218） ※協賛企業からの協賛金を含む

日本のふるさと
　　　　　未来へ伝えたい

ふるさと石岡映像コンテスト作品募集

潮田 翔
しょうた

大ちゃん
（3歳）
山崎

潮田 

やんちゃな翔大くん
はお姉ちゃんと毎日
楽しく遊んでいます。
元気で優しい翔ちゃ
んでいてネ♪
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